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経営企画課の目標（平成２３年度）自己評価書 

 
経営企画課長 鈴木 正義 

 

 

個別事業とその目標 達成度 
目標達成の効果又は 

達成できなかった理由等 

１ 第５次酒々井町総合計画の策定（企画総合調整班） 

社会情勢の変化や地方分権の進展、少子高齢化の進展、更には厳しい財政状況の

中これまでのまちづくりの成果の上に、住民福祉の一層の向上と各地域の均衡ある

発展を図るため、住民の生活や意識の変化、ニーズを的確に把握し広く町民の意見

を反映させるとともに、行政の継続性とわかりやすさを考慮した第５次総合計画（基

本構想及び前期基本計画）を平成２２年度に実施した基礎調査等を基に策定してい

きます。 
また、現基本計画の成果指標については、重点施策と指標の整合性が図れていな

いため、次期基本計画では、各重点施策に対して成果指標を設定し、その評価を行

うことにより事業の効率的な推進と効果的な進行管理を行っていきます。 
 

２ 特定事項の推進 

平成２２年度に「元気で住み慣れた場所に住み続けられるまちづくり」を推進す

るために開催した先進福祉ビジョン懇談会からの提言について、内容等の整理を行

うとともに、第５次総合計画との整合を図り実現に向け取り組みます。 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 平成２２年度に引き続き、広く町民の意見を聴くため各

種懇談会を開催しました。さらに町広報、ホームページ及

び各施設への資料の設置を通して、策定過程を周知すると

ともに、町民の意見を反映しながら、第５次総合計画を策

定しました。 
 また、策定にあたって、各施策に成果指標を設定したほ

か、すべての重点施策に成果指標を設定し、事業の効率的

な推進と効果的な進行管理が行えるようにしました。 
 
 
 
平成２２年度に開催した先進福祉ビジョン懇談会から

の提言について、関係各課等において検討を行ったうえ

で、内容等の整理を行い、第５次総合計画との整合を図る

よう努めました。 

 

達成度：H24.3.31 の自己評価 
５ 目標を完全に達成した。  
４ 目標を概ね達成した。 
３ 目標を一部達成した。 
２ 目標をほとんど達成できなかった。 
１ 目標をまったく達成できなかった。 

様式１ 
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個別事業とその目標 達成度 
目標達成の効果又は 

達成できなかった理由等 

３ 広報活動の充実（広報広聴班） 

町政に関する様々な情報を、正確かつ的確に伝える広報活動は、町民との情報の共有

化を進め、町民と行政が一体となったまちづくりを展開していく上で重要な役割を担っ

ています。 
そこで、本年度は、①毎月発行している「広報ニューしすい」について、一層の情報

の集約や内容の充実を図るとともに、「読みやすい」「わかりやすい」「親しまれる」広報

づくりを目指します。②引き続き、有料広告の掲載による自主財源の確保に努め、経費

的な側面からも紙面の充実を図ります。 
 
４ 広聴活動の充実（広報広聴班） 

町政に対する提言等を聴き、それを反映していく広聴活動は、よりよい町政運営を推

進する上で重要な役割を担っています。 
そこで、本年度は、引き続き関係部署と連携して、的確な広聴活動の周知を図ってい

きます。 
 
５ 各種統計調査の実施（広報広聴班） 

国勢調査をはじめ、国・県の各種統計調査を円滑に実施するため、質の高い調査

員の確保に努めます。なお、本年度は、事業所の国勢調査とも言われる「経済セン

サス活動調査」が初めて実施されることから、広報ニューしすい等で周知を図り、

円滑に調査が実施できるよう努めるとともに、審査事務を的確に行い正確な統計と

なるよう努めていきます。 

 

４ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

４ 

 

① 関係部署と連携して、広報ニューしすいで、町の取り

組みや政策課題などの行政情報を提供したことにより、

町民との情報共有に寄与できたものと考えます。また掲

載に当たっては写真やイラストを多く取り入れ「読みや

すく、わかりやすい」広報紙ができたものと考えます。 
② また、自主財源を確保するための有料広告掲載料につ

いても年間で２５万円を確保することができました。 
 
 
 法律相談や心配ごと相談など各種相談事業を含めて、広

報ニューしすいや町ホームページに掲載し、町民に的確な

広聴活動の周知を図りました。 
 
 
 
 町登録調査員等の協力を得て調査員８人を確保し、経済

センサス－活動調査を実施しました。 
 経済センサス－活動調査は、すべての事業所企業を対象

とした初めて統計調査でしたが、広報等で事前に周知した

こと及び調査員へのきめ細やかな指導を行ったことによ

り、調査員と町内の約 500 事業所とのトラブルもなく円

滑に調査が実施することができました。 
 なお、審査業務については現在も継続中ですが、６月中

旬の提出に向けて順調に審査が進んでいます。 
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個別事業とその目標 達成度 
目標達成の効果又は 

達成できなかった理由等 

 
６ チャレンジ目標 

行政情報をまとめた、「便利帳」については、インターネットの急速な普及により最

新の行政情報の提供とその閲覧が可能になったことから、平成１３年度以降はその作

成を取りやめ、町のホームページを活用し「くらしのガイドブック」として項目別に

掲載しているのが現状です。 
しかし、町民の中には、インターネットのできる環境にない方もいることから、便

利帳を作成し、全戸配布することが行政サービスの理想であると考えています。ただ、

現在の財政状況の中、町予算で作成・全戸配布は厳しいものであり、また、民間活用

による作成・全戸配布も昨今の経済情勢の中では現実的には厳しいのが実情です。 
そこで今年度は、最終的な全戸配布の先駆けとして、町ホームページに「便利帳の PDF
版」的なものを作成し、自由にダウンロードができるようにするとともに、インター

ネットの環境にない方で冊子を希望する方には、プリントアウトして配布することも

できるよう行政サービスの向上に努めます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

５ 

 

 関係各課の協力を得て、平成２３年１１月から町ホーム

ページ内に「暮らしの便利帳」を公開し、自由にダウンロ

ードをできるようにしました。 

今後も、町民の暮らしに密着した行政情報の発信を行う

ため、最終的な全戸配布を目標としながら、ホームページ

版の便利帳を更新していくことで、行政サービスの向上に

努めていきます。 

 


